



























































































































































時　期 古　　　　 代 中　　　　　世
文　化 飛鳥文化(6～7C) 天平文化(８Ｃ) 国風文化(ｎＣ) 鎌倉文化(13C～) 室町文化(15C)








宗教 仏教 仏教 天台宗･真言宗･浄土教 浄土宗･日蓮宗･禅宗(新仏教) 禅宗広まる
美術 法隆寺･釈迦三尊像 東大寺･国分寺･正倉院 寝殿造･大和絵　|･土佐日記
古今和歌集･源氏物語･枕草子








時　期 近　　　　 世 近　　　　 代
文　化 桃山文化(16C) 元禄文化(17C) 化政文化(19 C初) 明治期文化(19C後) 大正期文化(20C初)








宗教 キリスト教伝来 (キリスト教禁止) (キリスト教禁止) (宗教の自由) (宗教の自由)
美術 屏風絵･安土城･大坂城･陶器 風神雷神図屏風･浮世絵 錦絵(美人画･風景圉) 日本画の復興･洋画･西洋建築 日画･洋画･高層建築 ･ﾌﾟﾛﾚﾀﾘｱ
文学 浮世草子･浄瑠璃･俳諧 狂歌･川柳･滑稽本･読本 写実,ロマン,自然,反自然主義 白樺,新思潮,新感覚派･大衆文学･
芸能 茶道･歌舞伎踊り･人形浄瑠璃 歌舞伎･人形浄瑠璃 歌舞伎 洋楽･演劇 音楽･麒 ﾄﾞﾗｼﾞｫ･百貨店･新麒
洋服･洋食･文化住宅･自動車･映画生活 あんどん･なたね油 伊勢参り･歌舞伎見物･年中行事 散髪･牛肉･人力車･鉄道･電信電話
学問 朱子学･和算･農書 国学･洋学 医学･化学･物理学 法学･政治学･民俗学
教育 藩校 寺子屋 義務教育 中高等教育,女子教育
※文化の構成要素が複数になり文化構造が形成される文化を取り上げた。国風文化 は弘仁･貞観文化を,明治期の文化は文明開化期 も含むＯ文化





天平文化(８Ｃ) 国風文化(ｎＣ) 鎌倉文化C13C～) 室町文化(15 C)





Ｉ 中央豪族 貴族 貴族･僧 公家･僧･武士 公家･僧･武士･一部民衆
＼Ｈ 十七条憲法･仏教保護･遣隋史 律? 制ヽ度･鎮護国家･遣唐使 遣唐使廃止･摂関政治･院政 院政嵋槍に幕府･執権政治 京都に幕府･連合政権Ⅲ 鉄製の農具 草木灰･司匚堋乍･斗 諚期市 二毛作･特産物･定期市催IV 渡来人･遣隋使･留学生 中国僧･遣唐史･留学生 日宋貿易 勘合貿易




桃山文化(16C) 元禄文化(17C) 化政文化(19 C初) 明治期文化C19C後)大正期文化(20C初)





Ｉ 将吠名･豪商 豪商･武士 一般町民 一部の知識人 都市民
＼Ｈ 楽市楽訃 検地･兵農分離 幕藩体制･身分制度･鎖国 鎖国･思想風俗の取り締まり 開国･学鄒 富国強兵･欧化政策 産業･教育の推進･軍備拡張Ⅲ 備中鍬･千歯こき･株仲間 問屋制家内工業･ 工場制手工業 官営の機械工業中心 民営の機械工業発達IV 南蛮貿易 朱印船貿易･鎖国 鎖国 欧米との貿易 アジアへ進出
Ｖ mﾋ 頏･鵁網･三釦 鯛･か 城‾隋 農工技術の発達 近代西欧文ｲﾋ專入･産業革命 高速交通･通信･娯楽嵋市
Ⅵ 自由民権運動 大正ﾃﾞﾓｸﾗｼｰ･ 社会運動























































































































鎌倉 ○力強い文化が広まる ○力強い文化 ○鎌倉文化























※ ○ は大項 目,･は小項 目で の扱 いを 示す｡ 東 京書 籍 “新 しい 社会6 ’1,日


























文化 飛鳥文化(6～7C) 天平文化(８Ｃ) 国風文化(ｎＣ) 鎌倉文化(13C～) 室町文化(15 C)





宗教 文学 文学 宗教 宗教
美 術(絵画･建築･彫刻･工芸) 美 術( 絵画･建築･彫鄒 工芸) 美 術(絵画･建築･彫刻･工芸) 美 術( 絵画･建築･彫刻･工芸) 美 術(絵訃 建築･彫刻･工芸)
宗教 宗教 文学 芸能
生活様式 文学
生活様式
時期 近　　　　　 世 近　　　　　 代
文化 桃山文化(16C) 元禄文化(17C) 化政文化(19 C初) 明治期文化(19C後) 大正期文化(20C初)





美 術(絵画･建築･彫刻･工芸) 文学 文学 宗教(思想含む) 生活様式
芸能 芸能 芸能 教育 教育
宗教 美 術( 絵画･建築･彫刻･工芸) 教育 学問 文学
生活様式 生活様式 芸能 学問
宗教 美 術(絵画･建築･彫刻･工芸) 美 術( 絵画･建築･彫刻･工芸) 芸能
学問 学問 文学 美 術(絵訃 建築･彫刻･工芸)
教育 宗教 生活様式 宗教
※各時代 の文化特性 に強い影響を与える と考え られる文 化の構成要素 の順 に上 から書いている。山川出版 社“詳説日本史 ’で洛 時代の文












































































図 ４　 往 復 運 動 と し て 思 考 の 発 展 を と ら え る 指 標
②　 学 習 内 容
大 正 期 は ど の よ う な 時 代 な の か を 概 観 し ， 大 正
期 の 文 化 特 性 か ら 大 正 期 の 文 化 構 造 を 予 想 さ せ る 。
大 正 期 の 文 化 特 性 が 成 立 し た 原 因 を 考 え さ せ る 。
【 次 時 へ の オ ー プ ン エ ン ド 化 】
文 化 の 大 衆 化 と い う 側 面 か ら ， 明 治 期 と 大 正 期
の 文 化 を 比 較 し ， 転 換 の 背 景 を 考 え さ せ る 。 文 化
の 転 換 要 因 を つ か ま せ た 上 で ， 文 化 の 転 換 シ ス テ
ム を と ら え さ せ ， 未 習 の 文 化 に つ い て 追 求 さ せ る 。
【 単 元 の オ ー プ ン エ ン ド 化 】
③　 主 な 教 材 と 発 問
・ 各 時 代 の 文 化 の 見 取 り 図 の 資 料 提 示
→ ど こ が 急 激 に 転 換 し て い る か 。 大 正 期 は 。
・ 大 正 期 の 文 化 特 性
→ 大 正 期 は ど の 文 化 の 構 成 要 素 の 影 響 が 強 い か 。
・ 文 化 の 構 成 要 素 の カ ー ド
→ 大 正 期 の 文 化 の ピ ラ ミ ッ ド を 完 成 さ せ よ う 。
『 大 正 期 に 文 化 の 大 衆 化 が 進 ん だ の は な ぜ か 』
・ 明 治 期 と 大 正 期 の 具 体 的 な 文 化 事 象 提 示
→ ど ん な 変 化 が み ら れ る か 。
・ 文 化 の 構 成 要 素 の 大 衆 化 の 模 造 紙 提 示
→ 大 衆 化 の 背 景 を 考 え よ う 。
・ 各 時 代 の 文 化 の 転 換 要 因 の 資 料 提 示
→ 文 化 の 転 換 要 因 を 考 え よ う 。








































































































































































・ 文 化 の 転 換 シ ス テ ム　　 … １ 時 間
《 ２ 限 目 学 習 指 導 案 》
目標…明治期 と比べて， 大正期 に文化の大衆化 が進んだ背景を考えることができる。
資料 から，文化の転換要因をあてはめることができる。
文化 の転換要因を用いて，平成期の文化 の特性を進んで追求 しようとするO



























































毯卜 一 俵 →一 →倡
醐 啓 鴆 繝 腟 嫦 こしている →→O縢 蟐神訃 鰍衆や恕 擔 となった
卮ﾃﾞﾓｸﾗｼづ 脾臓 顫幟
C湫契 誰 蛎 龠)ﾌﾞﾙｼﾞｮﾜ腹可鯛→→C辟 誚 抑 巻民を邨 誦
址 ﾃﾞﾓｸﾗｼづ脾低 唱と磁 默 麺 逓 畷
C漉嗷覿 靡砿まる　　　　　 →→O諮頤堵及し,幃 繖帋女罹劭昿まる
れEﾃﾞﾓｸﾗｼｰ,聨の蔵 剴哇齟)髓
･ 文化の耘換要因




















































































－ ワ ー ク シ ー ト の 結 果 （ 数 字 は 人 数 ） －













1V 文学5　 学問５　教育4　 芸能3　 美術２　生活1　宗教1
V 文学6　 芸能6　学問５　美術3　 教育1









３ 国民文化１ 民衆文化１ 豊富文化１ 複合文化１
１













文 ヒ＼ 飛鴃 ヒト7C ）浮 笥8C ）繿 期nC ）鱇餃 H13C~)iWHl5C)特 生 仏 教文 化 貴 族文 化 国 風文 化 力 強 い文化 公武卅元文化




Ｉ 代迴畄跿簸遲匯酳報偏戡･聒便茴蜆止･振起倡 毆匐に題儺胎 蒜に語 劭鴟
II 鉄製 の農具 翊卜 晋ｺﾄﾞ 諮肺二捗特郎錺岫
Ⅲ 誅 崕鹽･留袒 哺迴･迴洗･剛性 一 一 一 一 日宋貿易 勘合貿易
IV 随蹄肋嗾･尨 酳曁 覬 かな文字 瓧の泌秘恥 傾 而莎 肺 蝮の麪
Ｖ 一 一 一 一
文 化＼ 雎 廁ﾋ116 C)沼 牝17C ）≪1119  CH曜 期效ngC 鵆大日前mC 初特性 皿ﾋ 町人文化 庶民 文 化 近 代文化 大 衆文化
盒－




Ｉ 縣曁･髓･兵莇隨 蒻圜4州度･超 蹈戞莇の畊賍り 賜褂固甌剛頭 餃･酳の屁側齟
Ⅱ 齡簡刊こ脯頤 陥納ｺ 湍野蒜 館 の骸 工刻]心慇 の骸 工羅 達
Ⅲ 南蛮貿易 回 顧昏跟 鎖国 耿 との煕 アジアへit咄
IV 南蛮文化 恐交辟三馥陌政 訌 頗 の竸 醺瓰鴆駄･鮭靼 髞翅･茜･跂倡
Ｖ 触民権腦 大正ﾃﾞﾓｸﾗｼ峨ｰ鹿
作 業 ２　 大正期から《　　 》期を比較して，文化の転換要因にあてはま
る社会事象を書き出し，《　　 》期の文化の特性を考えようO
０
文化の転換要因
文化の担い手(享受者)
?
?
?
?
?
大正期の文化 《　　 》の文化
大衆文化
転
換
要
因
０
Ｉ
皿
Ⅲ
IV
Ｖ
79
［註］
士）『中学校指導書社会編』文部省, 1989, p.55
2）文化史学習の改善の研究としては
，高度な文
化のみでなく
，各階層の文化を取り上げ，時代
の概念的知識を獲得できるように授業を構造化
し
，豊かな時代像を生徒につかませようとした
西端氏の研究や
，文化を固定的なものでなく，
文化変容という視点から文化の連続性や複雑性
をみていこうとした陶山氏の研究かおる
。西端
幸信匚文化史学習の方法論的考察一中学校社会
科歴史を事例として」『社会系教育学研究』第5
号八993, pp.35一肌
，陶山浩「文化変容の視点
に基づいた歴史教育の研究」『社会系教育学研
究』第11号, 1999, pp.69-76
。
3）平成］｡0年度版中学校新学習指導要領では
，目
標の改善の要点として
，び方を学ぶ学習の充
実を示唆している。
４）石川栄吉編『現代文化人類学』弘文堂思想社，
1977, p.80
5）匚後天的に獲得され
，集団成員によって分有
され
，世代を通して継承されていくような行動
様式と価値観
」米山俊直・谷泰編『文化人類学
を学ぶ人のために』世界思想社, 1991, p几
６）家永氏は日本文化史の課題を
，1:文化財の内
容と特色
，２社会的な担い手，３文化的伝統の
形成
，４海外文化との交流をとらえること，と
している。家永三郎『日本文化史』岩波新書
，
1982, p.4
7）文化に変化をもたらす内的・外的要因として，
アメリカの文化人類学者であるマードックは，
11W新
，２借用，３内的伝播，４統合，５選択
的排除
，６社会化，の６つを挙げている。
８）井上清氏は理想的な近代化の条件として
，工
資本主義的生産様式の発展
，２独立，国民主権，
民主主義的政治的統一，中央政権の政治機構，
３法の前の万人平等同権
，個人の自主自由の法
的思想確立
，４文化的支柱としての国民教育と
科学技術の発展
，５文化は国際的な文化の伝播・
交流の中で発展していく
，の５つを挙げている。
９）開国の単元を
，オープンエンド化したクラス
としなかったクラスで比較実践し
，ワークシー
トの分析から，オープンエンド化したクラスの
ー
生徒に考え方の深まりがみられた
。拙稿「‾時代
の転換期学習としてのオ
プーンエンド型授業一
中学校歴史的分野“開国¨を事例として
」ー『広
島大学附属中・高等学校研究紀要』45号, 1998,pp.l3-240
10）日本文教出版『中学校の社会科歴史指導書J
P-170ｎ』澁澤文隆･佐伯員人･大杉昭英編『中学校新教
育課程の解説』第一法規, 2000, p,104o
12）片上宗二『社会科授業の改革と展望千中間項
の理論』を提唱する』明治図書, 1985, p.l340
13) Iは図２で示した文化の転換システムにそっ
て
，文化構造，文化特性をつかみ，文化の転換
の背景を重点的に学習する士
～２時間程度の文
化史学習の学び方を学ぶ学習
，ｎは文化の特性
に着目し
，文化構造と関連づけて学習する1／2
時間程度の学習
，Ⅲはプリント等により，文化
の構成要素ごとに文化事象を整理する10分程度
の自習的な学習となる。ｕ）片上氏は，授業のオープンエンド化を図るた
めには
，思考を匚問題解決」としてではなく，
厂問い］と匚答え」あるいは匚答え」と「‾問い」
を学習対象に即して往復させていく運動として
とらえることが必要であるとしている
。往復運
動としての思考が発展していくには
，①問いの
レベルがあがること
，②知識の質が高まること，
③学習の視野が拡大することを提唱している
。
片上宗二『オ
プーンエンド化による社会科授業
の創造』明治図書, 1995, p.108
。
15）本実践は, 1998年度におこなった広島大学附
属中学校での実践をベースにし, 1999年度に三
原東高等学校で実践をした
。高校生の実態に沿
うように指導を
一部高度化している。
16）時代区分では
，大正期は1912～ 6年までだが，
文化のまとまりとして考えた場合
，大正期の文
化を昭和初期（満州事変頃）まで含むものとする。
80－
